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資
料
紹
介 

 

「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
一
」 

熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

堤 

将
太 

熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ 

「
松
橋
地
域
史
調
査
ク
ラ
ブ
」 

高
口 

明
・
田
村 

幸
子
・
石
坂 

妙
・
藤
井 

弘
子
・
林 

晴
美 

市
丸 

か
な
子
・
大
洞 

一
成
・
平
川 

俊
幸
・
益
田 

興
明
・
吉
田 

和
義 

 

は
じ
め
に 

 

小
稿
は
、
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク 

ラ
ブ
松
橋
地
域
史
調
査
ク
ラ
ブ
（
以
下
松
橋
地
域
史
調
査
ク
ラ
ブ
）
が
解
読
を
行
っ
た
宇 

城
市
教
育
委
員
会
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
一
」
（
以
下
「
覚 

書
一
」
）
に
つ
い
て
、
全
文
翻
刻
及
び
資
料
概
要
の
紹
介
を
目
的
と
す
る
。 

 

ま
ず
、
松
橋
地
域
史
調
査
ク
ラ
ブ
と
は
、
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
お
け
る
活
動
団
体
の
一
つ
で
あ
り
、
主
な
活
動
は
、 

月
に
一
、
二
回
の
頻
度
で
、
松
橋
地
域
に
関
す
る
古
文
書
の
解
読
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の 

発
足
以
来
、
解
読
に
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
、
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
「
秋
岡
家 

文
書
」
に
含
ま
れ
て
い
る
「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書
」
（
以
下
「
覚
書
」
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
覚
書
」
は
、
同
一
の
台
帳
番
号
（
六
〇
六
）
に
全
四
冊
が
登
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ 

れ
「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
一
」
、「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
二
」
、「
秋
岡
吉
左 

衛
門
覚
書 

其
ノ
三
」
、
「
秋
岡
吉
左
衛
門
彦
之
丞
覚
書
」
の
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
四
冊
の
記
載
内
容
を
合
わ
せ
る
と
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
か
ら
文
政
四
年
（
一 

八
二
一
）
ま
で
に
及
び
、
表
題
に
書
か
れ
て
い
る
「
秋
岡
吉
左
衛
門
」
（
以
下
彦
之
允
） 

と
は
、
熊
本
藩
に
あ
っ
た
下
益
城
郡
河
江
手
永
（
現
宇
城
市
松
橋
町
・
小
川
町
を
管
轄
） 

に
属
し
た
竹
崎
村
の
庄
屋
役
を
務
め
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
人
物
が
庄
屋
役
を
務
め
る
過 

程
で
職
務
に
関
係
す
る
達
書
や
下
書
き
な
ど
の
記
録
を
写
し
た
も
の
が
「
覚
書
」
で
あ
る
。 

松
橋
地
域
史
調
査
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
竹
崎
村
の
庄
屋
職
の
職
務
に
つ
い
て
、 

そ
し
て
、
秋
岡
家
や
彦
之
允
自
身
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
小 

稿
で
は
史
料
の
全
文
紹
介
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
さ
ら
な
る
理
解
の
た
め
に
、
秋
岡
彦
之 

允
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
そ
の
上
で
、
「
覚
書
一
」
の
資
料
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

と
し
た
い
。 

 

第
一
章 

秋
岡
彦
之
允
略
歴 

 

ま
ず
、
「
覚
書
」
を
作
成
し
た
秋
岡
彦
之
允
の
略
歴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

 

図
１
に
も
あ
る
よ
う
に
彦
之
允
は
、
諱
を
経
幸
と
い
い
、
始
め
に
卯
七
⑴

、
次
に
吉
左 

衛
門
、
最
後
は
、
彦
之
允
と
改
名
⑵

し
て
い
る
。
生
年
に
つ
い
て
は
、『
文
化
十
年 

町
在
』 

に
「
当
申
四
拾
三
歳
⑶

」
の
表
記
が
あ
る
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
干
支
は
、
癸
酉 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
当
申
」
と
は
、
前
年
の
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
壬
申
を 

指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
彦
之
允
の
生
年
は
、
お
そ
ら
く
明
和
六
年
（
一 

七
六
九
）
頃
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

表
１
を
み
る
と
、
彦
之
允
の
役
職
歴
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
河
江
会
所
見
習
⑷

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
降
は
、
河
江
会
所
小
頭
役
、
井
樋
方
受
込
、
河
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江
会
所
詰
を
歴
任
し
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
は
、
会
所
詰
を
御
免
⑸

と
な
り
、

同
年
に
父
吉
左
衛
門
の
後
任
と
し
て
竹
崎
村
庄
屋
役
を
引
き
継
い
で
い
る
⑹

。
享
和
三
年 

(

一
八
〇
三)

に
は
、
豊
福
村
庄
屋
役
を
兼
帯
し
⑺

、
文
化
三
年(

一
八
〇
六)

に
な
る
と
、 

河
江
会
所
下
代
役
を
務
め
た
⑻

。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
、
上
小
野
村
・
中
小
野
村 

の
庄
屋
役
を
兼
帯
⑼

、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
下
江
村
庄
屋
喜
助
の
後
見
役
を
申 

し
付
け
ら
れ
⑽

、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
な
る
と
小
川
町
別
当
役
も
務
め
る
こ
と
と 

な
っ
た
⑾

。
そ
の
後
、
天
保
四
年
（
一
八
二
一
）
病
気
に
よ
り
、
庄
屋
役
を
辞
め
⑿

、
そ
の 

二
年
後
の
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
に
病
死
し
て
い
る
⒀

。 

 

次
に
、
表
１
か
ら
褒
賞
歴
を
見
て
お
こ
う
。 

彦
之
允
は
、
寛
政
十
一
年
頃
に
会
所
役
人
な
ど
の
役
方
を
数
年
務
め
た
こ
と
へ
の
褒
賞 

と
し
て
「
無
苗
に
付
御
郡
代
直
触
⒁

」
を
仰
付
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
享
和
四
年
（
一 

八
〇
四
）
に
御
才
覚
銭
と
し
て
七
匁
五
分
と
龍
口
御
屋
敷
類
焼
寸
志
五
十
目
を
差
し
上
げ 

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、「
苗
字
御
免
」
と
「
御
惣
庄
屋
直
触
」
と
な
っ
て
い
る
⒂

。
文
政
五 

年(

一
八
二
二)

に
は
、
河
江
手
永
小
川
尻
新
開
築
立
の
際
の
諸
手
配
へ
の
出
精
な
ど
に
よ 

り
、
「
御
郡
代
直
触
⒃

」
、
最
後
は
、
天
保
四
年
に
役
方
五
十
年
出
精
な
ど
で
「
地
士
」
と 

な
っ
て
い
る
⒄

。 

 

第
二
章 

「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
の
一
」
に
つ
い
て 

 

こ
こ
で
は
、
彦
之
允
が
残
し
た
「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
一
」
の
資
料
概
要
を
示

し
て
お
き
た
い
。 

 

「
覚
書
一
」
は
、
縦
二
十
五
・
一
セ
ン
チ
、
横
十
九
・
四
セ
ン
チ
の
竪
帳
仕
立
て
で
、 

丁
数
は
、
五
十
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
図
２
を
見
る
と
、
表
紙
に
、
本
紙
と
同
じ
大
き
さ 

の
普
通
紙
に
「
文
化
六
年 

秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
一
」
と
墨
書
き
さ
れ
、
そ
の
横 

に
「
彦
之
丞
」
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
帳
面
は
、
た
こ
糸
で
綴
っ
て
あ 

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
後
世
に
綴
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
表
題
に
つ
い 

て
も
、
本
紙
に
記
さ
れ
た
内
容
を
参
考
に
後
世
に
作
成
さ
れ
た
表
題
で
あ
る
こ
と
が
考
え 

ら
れ
る
。 

 

書
か
れ
た
記
録
の
多
く
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
中
の
も
の
で
あ
り
、
庄
屋
の
秋 

岡
吉
左
衛
門
も
し
く
は
山
ノ
口
や
頭
百
姓
と
い
っ
た
竹
崎
村
役
人
と
の
連
名
や
近
村
の 

庄
屋
及
び
河
江
手
永
惣
庄
屋
を
務
め
た
藤
井
常
右
衛
門
、
下
益
城
郡
代
を
務
め
た
安
藤
清

助
名
義
の
記
録
も
見
ら
れ
、
他
に
も
熊
本
藩
の
奉
行
を
務
め
た
町
孫
平
太
と
下
津
久
馬
連

名
の
達
書
も
あ
っ
た
。 

「
覚
書
一
」
の
冒
頭
を
見
る
と
、
藤
井
常
右
衛
門
か
ら
の
十
九
条
に
及
ぶ
条
書
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
条
書
の
二
条
目
か
ら
六
条
目
ま
で
は
、
「
影
踏
」
に
関
す
る
項
目
で
、
そ
の

中
で
も
五
条
目
に
は
、
影
踏
の
日
程
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
影
踏
の

「
日
限
刻
限
」
と
し
て
、「
廿
五
日
」
に
「
松
橋
庭
」
と
「
会
所
庭
」
、
そ
の
次
の
日
の
「
廿

六
日
」
に
「
小
川
庭
」
と
「
東
海
東
庭
」
に
集
合
す
る
様
に
伝
え
て
い
る
。
竹
崎
村
が
ど

の
場
所
で
影
踏
を
行
っ
た
の
か
は
、
こ
れ
以
後
に
影
踏
に
関
す
る
記
録
が
見
ら
れ
な
い
た

め
に
不
明
で
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
に
「
覚
」
と
表
題
が
付
け
ら
れ
た
記
録
に
、
「
城
ノ
腰
」
や
「
了
徳
寺
」
と 

い
っ
た
竹
崎
村
内
な
ど
に
あ
っ
た
「
御
山
」
で
行
わ
れ
た
植
松
と
拾
っ
た
樫
実
の
数
が
記 

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
竹
崎
村
の
「
御
山
口
」
を
務
め
た
平
之
允
と
庄
屋
の
秋
岡
吉
左

衛
門
が
杉
島
手
永
・
廻
江
手
永
・
河
江
手
永
の
「
山
支
配
役
」
を
務
め
た
丸
山
弥
平
次
に

報
告
し
た
も
の
で
、
竹
崎
村
で
は
、
松
を
四
ヶ
所
で
千
五
百
本
を
植
え
、
樫
実
に
つ
い
て

は
、
六
斗
五
升
分
を
「
去
冬
」
に
「
拾
置
」
い
た
と
し
て
い
る
。 

 

先
に
述
べ
た
近
村
の
庄
屋
と
の
記
録
は
、
秋
岡
吉
左
衛
門
と
「
中
間
村
庄
屋
」
を
務
め 

た
幸
右
衛
門
及
び
「
下
中
間
村
庄
屋
」
を
務
め
た
幸
助
と
の
連
名
の
も
の
で
、
内
容
に 

つ
い
て
は
、「
城
ノ
腰
堤
掛
新
井
手
」
の
「
堀
方
」
に
関
す
る
応
答
記
録
と
な
っ
て
い
る
。 

奉
行
を
務
め
た
町
孫
平
太
と
下
津
久
馬
名
義
の
達
書
に
つ
い
て
は
、
奉
行
所
か
ら
の
お 

触
れ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
三
月
二
十
四
日
付
の
お
触
れ
と
し
て
、
宇
土
藩
六 

代
藩
主
及
び
熊
本
藩
第
八
代
藩
主
を
務
め
た
細
川
斉
茲
の
五
男
と
し
て
誕
生
し
た
「
長
岡 

猪
八
郎
」
に
つ
い
て
、「
御
中
老
以
上
」
は
、「
殿
」
と
唱
え
る
様
に
と
し
、
こ
の
他
に
も
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「
寺
社
御
家
人
中
末
々
子
弟
」
な
ど
に
対
し
て
、
「
猪
」
の
文
字
や
「
同
音
」
の
字
を
付

け
て
い
る
者
へ
の
改
め
に
関
す
る
お
触
れ
も
見
ら
れ
た
。 

 

唯
一
、
年
代
が
違
う
記
録
と
し
て
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
四
月
付
御
郡
代
中
よ 

り
御
惣
庄
屋
中
・
御
山
支
配
役
中
・
横
目
役
中
・
桑
仕
立
受
込
一
領
一
疋
中
宛
の
「
覚
」 

が
あ
る
。
こ
の
覚
書
は
、
養
蚕
に
関
す
る
も
の
で
、
「
蚕
飼
方
」
や
「
桑
仕
立
方
」
に
つ 

い
て
条
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
覚
の
前
に
写
さ
れ
て
い
る
四
月
付
安
藤
清
助
よ
り 

下
益
城
御
惣
庄
屋
中
宛
の
記
録
を
見
る
と
、
先
の
覚
書
と
同
様
に
養
蚕
に
つ
い
て
記
さ
れ 

て
い
る
が
、
末
尾
に
「
先
年
及
達
候
別
冊
相
添
申
候
条
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
「
覚
」 

は
、
こ
の
「
別
冊
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

最
後
に
、
「
覚
書
一
」
の
中
に
は
、
四
冊
の
帳
面
の
写
し
も
あ
っ
た
。
そ
の
表
題
は
、 

文
化
六
年
三
月
付
「
河
江
手
永
竹
崎
村
紺
屋
職
運
上
改
帳
」
、
同
年
同
月
付
「
河
江
手
永 

竹
崎
村
へ
櫨
苗
相
渡
申
候
小
前
帳
」
、
同
年
四
月
付
「
下
益
城
河
江
手
永
竹
崎
村
宮
村
平 

馬
殿
上
知
高
物
成
目
録
」
、
同
年
五
月
付
「
下
益
城
河
江
手
永
竹
崎
村
御
山
内
曲
木
御
払

奉
願
候
小
前
帳
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
帳
面
は
、
竹
崎
村
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
写
し
で

は
あ
る
も
の
の
、
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
の
秋
岡
家
文
書
に
原
本
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
「
覚
書
一
」
に
含
ま
れ
て
い
る
記
録
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

小
稿
で
は
、
「
秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

其
ノ
一
」
の
作
成
者
で
あ
る
彦
之
允
の
略
歴
と

資
料
概
要
の
紹
介
を
行
っ
た
。
彦
之
允
が
残
し
た
「
覚
書
一
」
に
つ
い
て
、
先
に
示
し
た

よ
う
に
達
書
や
近
村
庄
屋
と
の
書
状
、
帳
面
な
ど
が
写
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、
見
え
消
し

の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
推
敲
の
跡
が
見
ら
れ
る
な
ど
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
見
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
一
部
の
年
代
順
に
つ
い
て
は
、
混
同
が
見
ら
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
、

年
代
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。 

こ
の
一
庄
屋
が
残
し
た
記
録
は
、
下
益
城
郡
河
江
手
永
や
竹
崎
村
と
い
っ
た
地
域
に
関 

す
る
こ
と
、
熊
本
藩
に
お
け
る
庄
屋
職
の
役
割
な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と 

し
て
、
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
松
橋
地
域
史
調
査
ク
ラ
ブ
で 

は
、
残
り
の
三
冊
分
の
解
読
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
「
覚
書
」
の 

記
載
内
容
に
つ
い
て
相
互
に
見
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
写
さ
れ
た
記
録
に
つ
い
て
、
よ 

り
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 謝

辞 

 

翻
刻
に
あ
た
り
、
田
中
孝
行
氏
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
歴
史
担
当
職
員
の
皆
様
に
は
、 

多
大
な
る
ご
助
言
・
ご
助
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
宇
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
方
々

に
は
、
資
料
の
閲
覧
や
画
像
使
用
に
つ
い
て
、
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

註 ⑴
「
差
紙
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼 

帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
。
上
記
の
史
料
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
に
は
、「
宇
七
」 

と
い
う
表
記
も
見
ら
れ
る
。 

⑵
『
鰥
寡
孤
独
御
備
上
納
米
通
帳
』（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
、
三
九
七
） 

に
は
、
紙
面
に
「
秋
岡
吉
左
衛
門
」
の
名
前
が
書
か
れ
、
そ
の
上
に
「
亥
年 

改
名 

秋 

岡
彦
之
允
」
と
書
か
れ
た
貼
紙
が
あ
る
。
こ
の
帳
面
は
、
「
文
化
九
年
壬
申
十
二
月
」 

の
日
付
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
貼
紙
に
あ
る
「
亥
年
」
と
は
次
年
の
文
化
十
年
の 

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑶
「
御
内
意
之
覚
」
（
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
『
文
化
十 

年 

町
在
』
、
熊
本
県
立
図
書
館
複
製
本
一
二
八
四
）
。 

⑷
「
御
内
意
之
覚
」
（
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
『
天
保
四 

年 

町
在
』
、
熊
本
県
立
図
書
館
複
製
本
一
四
七
六
）
。 

⑸
「
御
内
意
之
覚
」
（
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
『
文
化
四 

年 

町
在
』
、
熊
本
県
立
図
書
館
複
製
本
一
二
三
三)

。 
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⑹
前
掲
「
御
内
意
之
覚
」(

『
文
化
四
年 

町
在
』)

。
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、「
差
紙
」 

（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼
帯 

宇
土 

外
』
、
五
九
四
）
に
は
、
「
親
跡
竹
崎
村
庄
屋
役
申
付
」
と
あ
る
。 

⑺
前
掲
「
御
内
意
之
覚
」(

『
文
化
四
年 

町
在
』)

。
こ
の
他
に
「
差
紙
」
（
宇
城
市
教 

育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼
帯 

宇
土
外
』
、
五
九 

四
）
に
は
、
「
豊
福
村
庄
屋
善
助
跡
当
分
申
付
」
と
あ
る
。 

⑻
前
掲
「
御
内
意
之
覚
」(
『
文
化
四
年 

町
在
』)

。
こ
の
他
に
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋 

方
小
頭
兼
帯 

宇
土
外
』（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
、
五
九
四
）
に
は
、 

三
月
付
河
江
手
永
惣
庄
屋
犬
塚
一
太
郎
よ
り
竹
崎
村
庄
屋
吉
左
衛
門
宛
の
史
料
が
残 

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
「
下
代
役
当
分
被
仰
付
候
」
と
あ
る
。 

⑼
「
差
紙
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼 

帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
に
は
、「
上
小
野
村
中
小
野
村
庄
屋
役
兼
帯
申
付
」
と
あ
る
。 

⑽
「
［
差
紙
］
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭 

兼
帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
に
は
、「
其
元
儀
喜
助
届
兼
候
筋
諸
事
御
心
付
後
見
可
有 

之
候
」
と
あ
る
。 

⑾
「
差
紙
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼 

帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
に
は
、
「
小
川
町
別
当
役
当
分
兼
帯
申
付
候
」
と
あ
る
。 

⑿
「
覚
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼
帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
に
は
、
「
病
気
差
発
役
儀
難
相
初
由
」
と
あ
る
。 

⒀
「
御
内
意
之
覚
」
（
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
『
文
化
六 

年 

町
在
』
、
熊
本
県
立
図
書
館
複
製
本
一
五
〇
七)

。 

⒁
「
［
差
紙
］
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
河
江
手
永
下
代
兼
帯
竹
崎
村 

覚
庄
屋
吉
左
衛
門
』
、
五
九
二
）
。 

⒂
前
掲
「
御
内
意
之
覚
」（
『
文
化
四
年 

町
在
』)

。
こ
の
他
に
も
「
御
内
意
之
覚
」（
『
天 

保
四
年 

町
在
』
）
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
「
［
差
紙
］
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会 

寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭
兼
帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
で
は
、

「
文
化
四
年
丁
卯
十
二
月
二
日
御
郡
代
間
ニ

而
被
仰
渡
候
」
と
あ
り
、
先
に
示
し
た
二

つ
に
は
、
「
享
和
四
年
」
と
し
て
い
る
。 

⒃
「
［
差
紙
］
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭 

兼
帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
。 

⒄
「
［
差
紙
］
」
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
寄
託
秋
岡
家
文
書
『
巻
物 

会
所
諸
井
樋
方
小
頭 

兼
帯 

宇
土
外
』
、
五
九
四
）
、
前
掲
「
御
内
意
之
覚
」
（
『
天
保
四
年 

町
在
』
）
。 
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信熊

隆穂

（以下略）

久朝

高賢

図1　秋岡家系図

家鎮

門吾

仁熊

　吉弘（半吾、吉左衛門）

＊『松橋町史』（熊本県下益城郡松橋町、1979）864頁「秋岡家系図
（略）」より作成。名前については、『下益城郡誌 全』（名著出版、
1973）、『松橋事蹟考』（熊本県下益城郡松橋町、1974）、「巻物　会
所諸井樋方小頭兼帯　宇土外」（宇城市教育委員会寄託秋岡家文書、台
帳番号594）、「御内意之覚」（永青文庫細川家文書、熊本大学附属図
書館寄託『天保六年 町在 』、熊本県立図書館複製本1507）を参考に修
正。

朝家

家秀

家次

信定

兼益
家政

頼益

秀郷

（12代略）

光氏

秋岡光益

祐之（源左衛門）

兼春

高良

祐幸（英太、久之丞）

経幸（卯(宇)七、吉左衛門、
　　　彦之丞）

経弘（吉左衛門）

肥後国竹崎秋岡氏

高貞

尭重

和泉国秋岡氏

家実

忠周

高政

藤原鎌足

不比等

房前

高近

武規

（8代略）

（4代略)
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年月日 年月日

(明和６
年ヵ)

文化13年
12月23日

天明4年
文政2年

卯7月17日

天明5年12
月

文政4年
6月25日

寛政6年
文政5年

壬午4月15日

寛政7年
文政12年
丑12月8日

寛政10年
5月29日

(天保4年)

寛政11年
(天保4年)
12月18日

寛政11年
3月2日

天保6年
4月

(寛政11
年ヵ)

12月26日

享和3年
6月7日

享和四年

文化元年
亥11月

4月26日

文化3年
3月

亥11月15日

（文化3
年）3月

12月16日

文化10年
4月14日

年月日不明

下代役当分仰付

寸志差出奇特之儀ニ付傘御免

豊福村庄屋役差免、河江会所下
代役兼帯申付

誕生

任免・褒賞歴

去夏洪水の節塘筋防方之手配厚
世話いたし水留御普請より本塘
築立ニ相成候及荒地しらべ出精
に付承届

河江会所見習申付

病気差発に付竹崎村庄屋役差免

任免・褒賞歴

病死

小川町別当役兼帯申付

杉島新川掘替・立岡堤堀添初発
より罷出夫仕等格別出精に付御
届

役方五十年出精いたし村方世話
筋行届漸々成立にも相成候に付
地士仰付

下江村庄屋喜助後見役申付

南小野村庄屋役差免、
小川町庄屋役兼帯申付

会所見習以来多年厚世話いたし
且河江手永小川尻新開御築立諸
手配等出精に付御郡代直触仰付

河江会所小頭役申付

河江会所詰申付

井樋方受込申付

＊「河江手下代兼帯竹崎村覚庄屋吉左衛門」（宇城市教育委員会寄託秋岡家文書、台帳番号592）、「巻
物　会所諸井樋方小頭兼帯　宇土外」（宇城市教育委員会寄託秋岡家文書、台帳番号594）、「御内意之
覚」（永青文庫細川家文書、熊本大学附属図書館寄託『文化四年　町在』、熊本県立図書館複製本

1233）、「御内意之覚」（永青文庫細川家文書、熊本大学附属図書館寄託『天保四年 巳十一日 町在
』、熊本県立図書館複製本1476）、「御内意之覚」（永青文庫細川家文書、熊本大学附属図書館寄託『天

保十年 町在 』、熊本県立図書館複製本1560）を参考に作成。

表1　秋岡彦之允任免・褒賞歴一覧

北小野村預差免

河江会所詰差免

竹崎村庄屋役申付

七百町新地御築立に付潮留并水
埋御普請之節夫方召連罷出且御
役人宿之儀取計出精に付鳥目1貫
500文下置

無苗ニ付御郡代直触仰付

豊福村庄屋役兼帯申付

御才覚銭并龍口御屋鋪御類焼ニ
付寸志差出且役方多年相勤年々
村方取救をもいたし奇特之儀ニ
付苗字御免及御惣庄屋直触仰付

年月日不明分

会所役（河江手永下代役）差免

北小野村庄屋役兼帯申付

上小野村・中小野村庄屋役兼帯
申付
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図 2 秋岡吉左衛門覚書 其の一 表紙  （宇城市教育委員会寄託） 
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【
凡
例
】 

・
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
史
料
の
体
裁
に
従
う
こ
と
と
し
た
が
、
余
白
等
の 

体
裁
に
つ
い
て
は
、
一
部
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。 

 

・
平
出
は
、
改
行
に
よ
っ
て
表
し
、
闕
字
は
一
文
字
分
の
空
白
で
統
一
し
た
。 

 

・
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。 

 

・
虫
損
等
で
不
明
な
文
字
は
■
と
し
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
、
字
数
が
不
明 

な
場
合
は
、
［ 

］
で
記
し
た
。 

 

・
合
字
の
「
ゟ
」
は
「
よ
り
」
、「
乄
」
は
「
シ
テ
」
と
し
、
反
復
用
語
の
「
〻
」
は
「
々
」 

に
改
め
た
が
、
「
ゝ
」
、
「
ヽ
」
、
「
〱
」
、
「
〆
」
に
つ
い
て
は
改
め
な
い
。 

 

・
正
し
い
字
が
明
ら
か
な
場
合
は
（ 
）
、
脱
字
は
（
脱
ヵ
）
、
推
定
で
き
な
い
も
の
や 

意
味
不
明
の
場
合
は
、
（
マ
マ
）
と
右
に
注
記
し
た
。 

 

・
史
料
の
各
文
章
に
は
便
宜
の
た
め
に
読
点
（
、
）
や
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。 

・
変
体
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。 

 
 

江
（
え
）
者
（
は
）
茂
（
も
）
而
（
て
）
之
（
の
）
与
（
と
） 

・
人
名
等
は
、
可
能
な
範
囲
で
（ 

）
の
注
記
を
付
し
た
。
ま
た
、
朱
書
き
部
分
に
つ 

い
て
は
、
（
朱
書
）
と
注
記
し
た
。 

  

【
表
紙
】 

文
化
六
年 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門
覚
書 

 
 

 
 

（
彦
之
丞
）

（

鉛

筆

書

） 

 
 

 
 

 
 

 

其
ノ
一 

 

  

【
本
文
】 

［
一
丁
表
］ 

 
 

 
 

 

覚 

一
、
御
高
札
之
面
十
ヶ
条
、
御
郡
御
格
式
諸 

御
法
度
筋
、
追
々
御
達
之
趣
違
背 

無
之
様
、
相
守
可
被
申
事 

 
 

 
 

 

但
、
御
受
判
形
可
被
仕
事 

一
、
影
踏
人
数
御
改
ニ

付
而
者
、
従
前
々
有 

 
 
 

人
者
勿
論
、
只
今
出
生
之
者
た
り
と
も 

 
 
 

壱
人
も
不
洩
様
相
改
、
書
出
可
被
申
候
、 

［
一
丁
裏
］ 

且
又
長
寿
ニ

相
成
候
ハ
ヽ
、
御
祝
茂
被
下 

 
 
 

候
事
ニ

付
、
正
年
書
違
抔
無
之
様
、 

 
 
 

精
々
心
を
付
、
帳
書
中
無
念
無
之
様 

 
 
 
 

申
談
之
事 

一
、
切
支
丹
宗
門
御
改
ニ

付
而
者
前
条
之
通
、 

影
踏
被
仰
付
事
ニ

者
候
得
共
、
若
［ 

 
 

］ 

宗
門
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
速
可
被
申
出
候
、 

則
、
御
受
書
物
血
判
可
被
仕
事 

［
二
丁
表
］ 

一
、
影
踏
一
巻
諸
帳
面
来
ル
十
八
日
限 

 
 
 

調
達
之
事 

一
、
影
踏
日
限
・
刻
限
左
之
通 

 
 

一
、
松
橋
庭 

 

廿
五
日 

 

四
ツ
半
時
揃 

 

一
、
会
所
庭 

 

同
日 

 
 
 

八
ツ
時 

 

揃 

 
 
 

一
、
小
川
庭 

 

廿
六
日 

 

六
ツ
半
時
揃 

 
 
 

一
、
東
海
東
庭 

同
日 

 
 
 

四
ツ
半
時
揃 

［
二
丁
裏
］ 

一
、
影
踏
ニ

罷
出
候
男
女
、
不
風
俗
之
体
無 

 
 
 

之
様
、
且
又
踏
通
り
候
節
、
慮
外
ヶ
間 

 
 
 

敷
儀
無
之
様
、
随
分
礼
々
敷 

 
 
 

踏
通
候
様
、
可
被
申
付
候
事 
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但
、
松
橋
町
・
小
川
町
へ
罷
出
候

■

■

（
人
数
） 

 
 

 
 

影
踏
相
仕
廻
不
申
内
酒
抔
決

■
（
而
） 

 
 

 
 

呑
不
申
様
、
可
被
申
付
事 

一
、
村
々
用
水
御
普
請
之
儀
、
早
々
取 

［
三
丁
表
］ 

 
 
 

掛
可
被
申
候
、
左
候
而
、
其
趣
可
被
相
達
事 

一
、
往
還
道
端
危
所
々
者
、
丈
夫
ニ

取
繕
、
平
日 

 
 

 

心
を
付
可
被
申
儀
勿
論
ニ

候
間
、
聊
■ 

 
 

 

怠
り
無
之
様
、
可
被
相
心
得
候
事 

一
、
去
年
分
諸
出
銀
通
帳
、
当
月
中
ニ 

 
 
 

相
達
可
被
申
事 

一
、
当
春
高
地
出
入
早
々
相
極
、
帳
面 

 
 
 

達
方
之
事 

［
三
丁
裏
］ 

一
、
手
遊
・
賭
事
等
聊
之
事
た
り
と
も
、 

決
而
不
仕
様
兼
々
可
被
申
付
事 

一
、
烏
乱
体
之
者
入
込
候
ハ
ヽ
、
早
々
村
方 

 
 

 

払
出
可
被
申
候 

 
 

 
 

但
、
御
尋
者
有
之
節
ハ
、
猶
以
村
■ 

 
 

 
 

野
山
た
り
と
も
委
敷
吟
味
可
被 

 
 

 
 

仕
事 

一
、
村
内
ニ

而
商

ヶ

敷

（
六
脱
ヵ
）

い
た
し
候
者
も
有
之 

［
四
丁
表
］ 

候
ハ
ヽ
、
急
度
指
押
可
被
申
候
、
勿
論 

 
 
 
 

徳
利
酒
売
候
者
第
一
吟
味
仕
、
有
無 

 
 
 
 

可
被
相
達
事 

 
 
 

 
 

但
、
商
札
御
免
之
者
、
御
免
之
品

■

（
々
カ
） 

 
 
 

 
 

勝
手
次
第
之
事 

一
、
村
町
若
者
共
か
り
そ
め
ニ

も
、
三
味
線
・ 

 
 
 

小
唄
・
静
瑠
理

（
浄
瑠
璃
）

・
碁
・
棊
将
等
、
習
イ 

 
 
 

不
申
候
様
、
か
た
く
被
申
付
、
御
百
姓
者 

［
四
丁
裏
］ 

農
事
之
道
、
町
家
ハ
商
事
之
道
、 

能
義
心
得
候
様
、
各
よ
り
教
示
方 

第
一
ニ

候
事 

一
、
御
倹
約
之
儀
、
今
年
よ
り
猶
又
三
ヶ 

 
 

年
被
仰
付
候
間
、
今
迄
之
通
相
心
得 

 
 

居
可
被
申
事 

一
、
牛
馬
売
買
之
儀
ニ

付
而
者
、
従
前
々 

 
 

御
法
茂
有
之
候
得
共
、
尚
又
当
春
御 

［
五
丁
表
］ 

 
 

改
正
被
仰
付
候
ニ

付
、
牛
馬
売
買
方 

 
 

之
儀
ハ
、
各
取
計
筋
ヶ
条
書
を
以
、
追
而 

 
 

可
申
達
事 

一
、
両
中
間
村
新
堤
堀
方
之
儀
、
明
十
五
日 

よ
り
村
々
共
一
同
取
付
、
御
普
請 

速
ニ

相
済
候
様
、
取
計
可
被
申
事 

但
、
去
春
下
郷
村
堤
堀
御
普
請 

 
 

 

之
節
、
各
別
出
精
一
・
二
・
三
番
ニ

相 

 
 

 

仕
廻
候
村
々
へ
ハ
、
丁
場
夫
を
以
御 

［
五
丁
裏
］ 褒

美
被
下
筈
、
各
別
不
埒

■
（
仕
）

廻
方 

延
引
之
村
方
へ
ハ
、
丁
場
夫
増
、
過 

怠
被
仰
付
筈
ニ

候
へ
と
も
、
此
節
ハ
不
及
其
沙
汰
候
［ 

 

］
普
請
之
節
、 

右
之
賞
罰
者
、
可
被
仰
付
候
間
、
左
様 

相
心
得
居
可
被
申
候
、
此
節
之
御 

普
請
者
勿
論
、
以
後
々
々
之
儀
茂 

右
之
通
候
間
、
左
様
相
心
得
居
可
被
申
候 

一
、
当
春
願
之
新
堤
内
田
・
竹
崎
・
豊
福 

［
六
丁
表
］ 

 
 

近
々
御
郡
中
立
合
夫
積
被
仰
付 

 
 

筈
ニ

候
間
、
左
様
相
心
得
居
可
被
申
事 
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一
、
宇
土
御
知
行
所
村
々
、
当
春
者 

 
 

弥
以
竈
改
被
仰
付
候
間
、
早
々
文
案 

 
 

之
通
帳
面
調
達
可
被
仕
事 

右
ヶ
条
之
趣
、
御
百
姓
中
江
茂
不
洩 

様
申
聞
可
被
置
候
、
且
又
農
業
怠
り 

不
申
様
被
申
付
、
平
日
各
よ
り
茂 

［
六
丁
裏
］ 

可
被
心
を
付
儀
、
肝
要
ニ

候
事 

以
上 

 
 

 
 

巳
正
月 

 
 

 
 

藤
井
常
右
衛
門

（
河
江
・
廻
江
手
永
惣
庄
屋
併
勤
） 

［
七
丁
表
］ 米

穀
替
口
覚 

一
、
上
大
豆 

 
 

 

三
合
口 

一
、
中
大
豆 

 
 

 

四
合
口 

一
、
下
大
豆 

 
 

 

五
合
口 

一
、
上
小
豆 

 
 

 

弐
合
口 

一
、
中
小
豆 

 
 

 

三
合
口 

一
、
下
小
豆 

 
 

 

四
合
口 

［
七
丁
裏
］ 

一
、
穐
麦 

 
 

 
 

壱
升
ニ

付
、
米
五
合
宛 

一
、
小
麦 

 
 

 
 

五
合
口 

一
、
上
胡
麻
壱
升 

 

代
米
壱
升
五
合 

一
、
中
上
胡
麻
壱
升 

同
壱
升
三
合 

一
、
中
胡
麻
壱
升 

 

同
壱
升
弐
合 

一
、
下
胡
麻
壱
升 

 

同
壱
升
壱
合 

［
八
丁
表
］ 

一
、
粟
弐
升 
 

 
 

同
壱
升 

一
、
稗
三
升
五
合 

 

同
壱
升 

一
、
秬
弐
升
五
合 

 

同
壱
升 

一
、
蕎
麦
三
升 

 
 

同
壱
升 

以
上 

 
 

 
 

文
化
六
年
正
月
写 

［
八
丁
裏
］ 

 
 

 

覚 

 
 
 

下
益
城
河
江
手
永
竹
崎
村
近
方
外
料 

 
 
 

医
師
無
御
座
、
急
病
人
御
座
候
節
不
弁
利
ニ 

 
 
 

御
座
候
間
、
宇
土
郡
石
橋
村
外
料
在
医
松
岩 

当
分
入
医
ニ

頼
申
度
、
天
明
七
年
二
月
奉
願
候
■ 

同
年
四
月
願
之
通
、
当
分
入
医
御
免
被 

［
九
丁
表
］ 

 
 

 
 

 
 

 

当
時
迄
居
住
罷
居
申
候
処
、
去
ル
［ 

 

］
病
死
仕
申
候
、 

仰
付
置
候
間
、
処
右
松
岩
儀
［ 

 

］
病
死 

仕
申
候
、
依
之
右
松
岩
後
家
并
倅
元
［ 

 

］ 

本
所
石
橋
村
之
様
ニ

引
取
○
此
段
覚
書 

を
以
申
上
候
、
已
上 

 
 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

文
化
七
年
正
月 

 
 

 
 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井
常
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 

安

藤

清

助

（
下
益
城
郡
代
）

殿 

［
九
丁
裏
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
残
候
得
共
、
意
申
候 

以
手
紙
得
貴
意
申
候
、
未
得
貴
意
申
候
得
共
、
御
安
全 

被
成
御
勤
、
弥
悦
之
御
儀
ニ

奉
存
候
、
然
者
御
村
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

依 

在
医
松
岩
儀
、
先
年
衣
願
支
配
所
へ
当
分 

 
 

 

御
免
被
仰
付
候
付
、
御
送
り
証
文
を
以
、
仮
人
数
ニ

差
加
へ
置
申
候
処
、 

居
住
仕
居
申
候
処
、
此
間
病
死
仕
候
依
之
別
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ニ

付
、 

之
通
、
河
江
御
会
所
様
へ
御
惣
庄
屋
衆
へ
相
達
申
候
間
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

依
之 

写
入
御
覧
申
候
、
右
之
通
ニ

付
当
跡
家
内
弐
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
人 

［
十
丁
表
］ 

当
影
踏
帳
面
■
■
差
除
申
候
間
御
村
方
人
数 

可
被
下
候 
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被
差
加
影
踏
被
仰
付
候
而
有
［ 

 

］
奉
存
候
、
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

可
被
下
候
、 

御
送
り
証
文
一
通
返
達
仕
候
間
、
宜
不
頼
仕
候 

可
被
下
候
、
右
之
段
為
可
得
貴
意
、
如
此
御
座
候
、
已
上 

 
 

 
 

正
月
廿
二
日 

 
 

 
 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
石
橋
村
御
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
庄
屋
様 

宇
助
様 

［
十
丁
裏
］ 

 
 

 

覚 

浦
山 

一
、
植
松
千
本 

城
ノ
腰
御
山 

一
、
同
千
五
百
本 

了
徳
寺
御
山 

一
、
同
千
五
百
本 

中
尾
御
山 

一
、
同
五
百
本 

合
四
千
五
百
本 

 
 

 
 

 
 

 

但
、
本
行
之
通
植
松
仕
候 

［
十
一
丁
表
］ 

一
、
樫
実
六
斗
五
升 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
、
本
行
之
通
去
冬
拾
置
申
候 

右
之
通
御
座
候
間
、
覚
書
を
以
御
達
申
上
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
崎
村
御
山
口 

 
 

 

文
化
六
年
正
月 
 

 
 

 
 

 

平
之
允 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

丸
山
弥
平
次
殿

（
杉
嶋

・廻
江

・河
江
手
永
山
支
配
役
）

 

 

［
十
一
丁
裏
］ 

一
、
石
土
台
十
三
間 

 
 

 
 

代
百
八
拾
弐
匁 

 
 

 

但
、
壱
間
ニ

付
十
四
匁
宛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

運
上
口
銭
共
ニ 

右
之
通
、
巳
当
月
十
五
日
比
、
松
橋
津
口 

岸
ニ

而
御
約
束
可
仕
候
事 

 
 

□
田
川 

巳
二
月
六
日 

 
 

 
 

竹
崎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

八
代 

 嘉
七
殿 

 
 

 
 
 

 
 

 

天
草
金
□ 

［
十
二
丁
表
］ 

常
右
衛
門
殿 

 
 
 

有

（
マ
マ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覚 

後
光
対 

 
 

 
 

 

高
サ
三
尺 

 
 

 

一
、
観
世
音
一
体 

一
、
石
観
音
一
体 

 
 

横
壱
尺
四
寸 

 
 

 
 

代
百
九
十
め 

 
 
 
 

 

代
百
九
拾
目 

 

妻
壱
尺
弐
寸 

 
 

一
、
切
石
拾
四
間
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
百
九
十
六
匁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
間
ニ

付
、
十
四
匁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
三
百
八
十
六
匁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
目
前
銀
渡
シ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

残
弐
百
八
拾
六
匁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
弐
百
目 

柳
元
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

八
十
六
匁 

 
 

 
 

 
 

覚 

一
、
櫨
苗
七
千 

 
 

 
 

 

竹
崎
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
千
五
百
本 

 
 

 
 

森
右
衛
門
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寸
志
願 

［
十
二
丁
裏
］ 

 
 

各
村
紺
屋
共
藍
瓶
数
之
儀
、
去
十
一
月 

 
 

御
改
ニ

相
成
、
其
節
壱
本
宛
ハ
水
取
瓶
之 

 
 

名
目
ニ

而
無
運
上
ニ

而
有
之
候
処
、
当
年
よ
り
ハ 

 
 

無
運
上
之
儀
難
被
為
叶
旨
ニ

候
間
、
右
之
趣
、 



熊本県博物館ネットワークセンター紀要  第 1号 2021 年 

 

83(36)  

 
 

紺
屋
共
江
申
聞
被
置
候
、
右
本
手
改
方 

と
し
て
石
井
八
十
郎
近
々
村
々
江
入
込
之
筈
ニ

付 

［
十
三
丁
表
］ 

改
之
節
、
不
都
合
之
儀
等
無
之
様
、
可
被 

相
心
得
候
、
已
上 

 
 

 

二
月
廿
一
日 

 

藤
井
常
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
村
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

庄
屋
中 

御
内
意
之
覚 

一
、
櫨
苗
八
千
本 

［
十
三
丁
裏
］ 

右
者
、
河
江
手
永
竹
崎
村
森
右
衛
門
与 

申
者
受
持
之
畑
ニ

仕
立
置
候
を
寸
志
ニ 

取
上
申
度
願
出
申
候
間
、
何
と
そ
被
召
上 

被
下
候
様
奉
願
候
、
為
其
覚
書
を
以
御
内
意 

申
上
候
、
已
上 

 
 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

 
 

巳
二
月 

 
 

 
 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井
常
右
衛
門
殿 

［
十
四
丁
表
］ 

 
 

 
 

 
 

高
橋
源
兵
衛

（
河
江
手
永
櫨
楮
見
締
）

殿 

 

一
、
櫨
木
三
拾
本 

 
 

五
子
山
堤 

一
、
同 

三
本 

 
 

 

田
中
堤 

一
、
同 

弐
拾
本 

 
 

妙
見
堤 

［
十
四
丁
裏
］ 

 
 

 

各
様
弥
御
平
安
可
被
成
御
勤
、
珍
重
之
御
儀
ニ 

 
 

 

奉
存
候
、
然
者
城
ノ
腰
堤
掛
新
井
手
、
竹
崎
村
御
田
地 

 
 

 

之
内
平
左
衛
門
受
持
分
、
先
達
而
各
様
御
支
配
所
よ
り 

堀
方
ニ

相
成
候
由
之
処
、
極
々
深
御
座
候
而
残
畝
分 

水
保
チ
申
間
敷
、
定
而
旱
田
ニ

相
成
、
難
渋 

可
仕
候
段
、
地
主
よ
り
相
達
申
候
ニ

付
、
見
繕
申
候
処
、 

相
違
之
儀
も
無
御
座
候
、
乍
然
御
田
地
ハ
何
方
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
懸 

同
前
之
事
ニ

付
、
御
支
配
所
○
宜
相
成
候
迚
、
支
配
所 

［
十
五
丁
表
］ 

旱
田
ニ

相
成
候
様
ニ

堀
下
ヶ
方
可
被
成
様
も
無
御
座
、 

定
而
水
保
之
仕
法
被
付
置
候
と
奉
存
候
間
、 

御
様
子
貴
答
ニ

被
仰
知
可
被
下
候
、
勿
論
新
井
手
筋 

残
畝
も
御
座
候
事
ニ

付
、
最
初
堀
方
之
節
も
、
乍 

不
肖
御
立
会
可
被
下
も
の
ニ

而
者
有
御
座
間
敷
哉
、 

 
 

 

奉
伺
候 

一
、
今
日
ハ
支
配
所
御
田
地
竿
入
等
被
成
候
由
承
申
候
、 

然
処
、
豊
福
村
御
同
様
之
由
之
処
、

恵
左
衛
門

（
豊
福
村
庄
屋
）

方
へ
者 

［
十
五
丁
裏
］ 

御
立
会
被
成
、
私
へ
者
御
知
ら
せ
も
不
被
下
、
如
何
之 

 
 

 

御
様
子
ニ

而
御
座
候
哉
、
是
又
御
様
子
貴
答
ニ

被 

 
 

 

仰
知
可
被
下
候 

右
之
段
、
為
可
得
貴
意
、
如
此
御
座
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

二
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
間
村
御
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

幸
右
衛
門
様 

 
 

右
ニ

付
而
、
頭
百
姓
又
助
・
長
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
中
間
村
右
同 

 
 

 
 

罷
越
、
何
分
宜
ふ
と
申
候
へ
共
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

幸
助
様 

 
 

 
 

返
事
被
遣
候
様
申
遣
候
処
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

両
庄
屋
恵
左
衛
門
等
迄
ニ

参
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
同
断
申
候
而
引
取
之
由
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

恵
左
衛
門
茂
申
聞
候
事 

［
十
六
丁
表
］ 

 
 

 
 

文
化
六
年 

河
江
手
永
竹
崎
村
紺
屋
職
運
上
改
帳 

 
 

 
 

三
月 

一
、
藍
瓶
六
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

善
次
郎 

 
 

 
 

 

但
、
御
運
上
仕
来
候
分 
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外
ニ

壱
本 

 
 

当
時
増
分 

一
、
同
四
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勇
七 

 
 

 
 

 

但
、
右
同
断 

［
十
六
丁
裏
］ 

外
ニ

壱
本 

 
 

当
時
増
分 

右
之
通
、
今
度
相
改
申
候
処
、
相
違
無 

御
座
候
間
、
御
達
申
上
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

竹
崎
村
頭
百
姓 

文
化
六
年
三
月 

 
 

 
 

 
 

弥
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

石
井
八
十
郎
殿 

 
 

 
 

 
 

井
原
直
平
殿 

［
十
七
丁
表
］ 

 
 

 
 

三
月
四
日
八
ツ
比
、
井
原
殿
御
出
、
改
帳
御
取
、 

 

紺
屋
二
軒
御
見
分
相
済
、
直
ニ

北
間
村
御
移
之
事 
 

弥
御
安
全
ニ

被
成
御
勤
仕
奉
賀
候
、
然
者
頃
日 

得
貴
意
申
候
、
城
ノ
迫
新
堤
懸
井
手
筋
、
竹
崎
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

方 

之
儀
是
又
竿
入
等
之
儀 

与 

御
田
地
畔
御
堀
下
ヶ
被
成
候
付
水
保
申
間
敷
、
定
而 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

定
而 

 

御 

旱
田
ニ

相
成
可
申
与
見
込
申
候
へ
共
水
保
之
仕
法 

被
付
置
御
■
申
■
■
仕
候
付
御
模
様
奉
伺
候
処
、
御
村 

［
十
七
丁
裏
］ 

 
 

 
 

 
 

 

方
へ 

役
人
衆
拙
宅
へ
被
差
越
、
尚
各
様
方
へ
も
豊
福 

同
役
方
へ
御
出
も
被
下
候
、
何
事
も
宜
敷
候
、
被 

仰
置
候
段
、
恵
左
衛
門
方
よ
り
申
聞
承
知
仕
、
先
者 

御
困
労
之
御
儀
ニ

奉
存
候
、
然
処
右
一
件
ニ

付
而
ハ
支
配
所 

御
田
地
各
御
村
懸
り
新
井
手
立
方
ニ

付
而
ハ
、
■ 

御
村
方
よ
り
支
配
所
役
人
共
御
知
せ
も
被
下
、
御 

元
畝
井
手
下
際
目
極
方
御
立
会
も
被
下
御 

 
 

 

存
分
之
御
計
之
御
様
子
ニ

付
、
支
配
所
も
甚 

［
十
八
丁
表
］ 

様
ニ 

 
 

 

当
惑
之
事
も
仕
候
間
、
私
よ
り
宜
ク
御
願
候
事
ニ 

申
上
筈
候
処
、 

御
存
候
処
却
而
預
御
挨
拶
奉
恐
入
候
、
拝
顔 

御
礼
可
申
上
候
得
共
、
先
以
書
中
御
返
礼
申
上
候 

一
、
此
日
御
答
申
上
候
二
ヶ
条
、
乍
御
面
働
可
申
上
候 

 
 

 

御
様
子
被
仰
知
可
被
下
候
、
度
々
人
遣
も
手
数 

 
 

 

之
事
ハ
御
存
候
間
、
此
も
の
へ
貴
答
奉
得
候 

右
之
段
為
可
得
貴
意
、
如
此
御
座
候
、
已
上 

 
 

 
 

三
月
五
日 

 
 

 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
左
衛
門 

［
十
八
丁
裏
］ 

幸
右
衛
門
様

（
中
間
村
庄
屋
）

 

 
 

 
 

 
 

 

幸
助
様

（
下
中
間
村
庄
屋
） 

［
十
九
丁
表
］ 

覚 

一
、
櫨
苗
八
千
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森
右
衛
門 

 
 

 
 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寸
志
分 

 
 

 

五
百
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

巳
三
月
二
日 

内
田
村
渡
シ 

弐
百
五
拾
本 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

同
日 

 
 

浦
川
内
村
渡
シ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

豊
福
村
渡
シ 

 
 

 
 

百
三
拾
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
二
月
廿
六
日
竹
崎
長
右
衛
門
ニ

渡
ス 

 
 

 
 

三
千
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
二
月
廿
八
日
小
頭
十
助
渡
ス
、
廻
江
行 

 
 

 
 

二
千
六
百
七
十
本 

 
 

 
 

弐
百
六
十
七
カ 

［
十
九
丁
裏
］ 

(

後
半
頁
余
白)
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［
二
十
丁
表
］ 

御
側
御
用 

一
、
櫨
苗
千
本 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寸
志 

 
 

 

三
百
本 

 
 

 
 

 
 

去
辰
三
月
高
橋
源
右
衛
門
渡
シ 

 
 

 

百
八
拾
本 

 
 

 
 

 

巳
三
月
六
日
南
萩
尾
村
渡
シ 

 
 

 

百
五
拾
本 

 
 

 
 

 
 

同
日
北
萩
尾
村
渡
シ 

〆
テ
三
百
七
拾
本 

 
 

 
 

午 

 
 

 

内 

拾
五
本 

 
 

 
 

同
二
月
七
日
小
頭
十
助
方
へ
渡
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
小
の
堤
植
残 

三
百
七
拾
本 

 
 

竹
崎
村
長
右
衛
門
ニ

渡
ス
二
月
廿
六
日 

 
 

差
引 

拾
五
本 

過 

［
二
十
丁
裏
］ 

一
、
櫨
苗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
崎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

用
助 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

拝
借
分 

 
 

弐
百
本 

 
 

 
 

 

午
二
月
廿
六
日
竹
崎
専
右
衛
門
ニ

渡
ス 

 
 

八
百
八
拾
本 

 
 

 
 

同 

廿
日
渡
ス
豊
福
村
へ 

［
二
十
一
丁
表
］ 

此
間
者
御
紙
面
被
仰
付
忝
奉
拝
見
候
、
益 

 
 

 

御
安
全
被
相
成
御
勤
、
珍
重
之
御
儀
ニ

奉
存
候
、 

 
 

 

然
者
、
城
ノ
迫
新
井
手
筋
竹
崎
村
御
田
地
懸 

 
 

 

居
申
候
処
、
掘
方
之
節
、
御
村
方
御
役
人
衆
へ
も 

 
 

 

御
立
会
不
申
、
私
共
両
村
ニ

而
取
計
掘
方
仕
候
処
、 

 
 

 

掘
方
深
ク
及
旱
損
可
申
与
地
主
平
左
衛
門
よ
り
歎
出 

 
 

 

申
候
段
、
御
委
細
被
仰
下
趣
承
知
仕
、
御
尤
ニ 

［
二
十
一
丁
裏
］ 

 
 

 

奉
存
候
、
右
者
御
積
前
之
通
、
最
少
井
手
埋
方 

 
 

 

仕
、
筧
を
以
水
取
仕
候
様
可
仕
候
間
、
左
様
被
思
召 

 
 

 

可
被
下
候
、
其
節
御
立
会
不
申
候
処
、
不
念
之
至
ニ 

 
 

 

奉
存
候
へ
共
、
極
急
場
之
儀
ニ

付
届
兼
、
思
召
之
程 

 
 

 

前
ニ

奉
存
候
、
此
段
御
用
捨
可
被
下
候
と
奉
願
候
、
已
上 

 
 

 
 

三
月
六
日 
 

 
 

 
 

 

中
間
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幸
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下
中
間
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幸
助 

［
二
十
二
丁
表
］ 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門
様 

 

 
 

 

右
之
返
書
参
候
、
安
心
い
た
し
居
候
処
、
三
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

拙
宅
へ
御
出 

井
手
筋
立
会
、
御
惣
庄
屋
衆
○
被
申
聞
候
付
、
袴
田 

前
ニ

罷
出
候
処
、
同
所
前
通
井
手
ハ
豊
福
井
手
ニ

而
候
へ
共
、 

竹
崎
村
へ
も
懸
り
申
候
ニ

堤
水
打
込
流
し
候
而
ハ
煩
敷
候
間
、 

右
井
手
ハ
両
中
間
井
手
ニ

致
シ
、
竹
崎
村
井
手
ハ
田
表 

中
通
り
掘
方
見
立
候
様
、
勿
論
御
年
貢
高
役
等
ハ 

［
二
十
二
丁
裏
］ 

中
間
よ
り
弁
せ
申
候
段
、
藤
井
常
右
衛
門
殿
よ
り
被
申
聞
候
ニ

付
、 

 

私
一
存
ニ

而
究
メ
方
難
成
御
座
候
間
、
村
役
人
中 

立
会
相
究
メ
、
跡
よ
り
御
達
可
申
上
段
申
達
候
事 

一
、
夫
よ
り
城
ノ
迫
堤
水
、
大
坪
古
井
手
之
所
引
渡
之
所
ニ 

参
り
、
筧
を
以
水
取
之
積
之
段
申
達
候
処
、
両
中
間 

庄
屋
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御 

○
不
気
入
候
様
子
、
御
惣
庄
屋
衆
思
案
も
得
候
ニ

付 

 
 

 

此
一
条
ハ
此
間
両
中
間
へ
取
遣
仕
、
弥
筧
を
以 

 
 

 

水
取
方
ニ

相
決
、
井
手
上
下
地
主
も
安
心
仕
居
候
段 

［
二
十
三
丁
表
］ 

申
達
候
処
、
夫
持
分
ハ
先
筧
を
以
水
取
候
様
、
若 

 
 

 

不
弁
利
之
節
も
有
之
候
へ
者
、
底
筧
樋
ニ

被
成
由 

 
 

 
御
申
聞
候
事 

一
、
右
一
件
ニ

付
而
ハ
書
外
之
事
多
有
之
、
自
身 

 
 

 

申
通
強
ク
諸
生
不
気
入
之
様
子
有
之
候
へ
共
、 

 
 

 

人
ハ
一
代
名
ハ
末
代
、
軽
キ
勤
務
書
何
そ 

 
 

 

自
身
貌
前
ニ
懸
り
可
申
様
無
御
座
、
竹
崎
村 
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役
ハ 

 
 

 

得
計
之
念
〱
之
計
安
心
い
た
し
○
今
日 

［
二
十
三
丁
裏
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ニ

古 

き
り
と
心
得
、
事
畢
而
中
間
村
井
手 

 
 

 

渡
シ
、
竹
崎
村
ハ
新
井
手
を
以
水
引
候
へ
者
、
経 

塚
之
水
分
井
手
江
立
置
候
へ
者
、
自
然
申
分
も
無 

 
 

 

筧
連
弥
左
衛
門
田
限
ニ

下
り
井
手
を
潰
し
上
ハ 

井
手
迄
ニ

な
し
候
へ
者
、
少
も
申
分
無
御
座
候
間
、
両
中
間
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

親
方
殿
同
前
ニ
而 

豊
福
同
役
衆
左
様
被
思
召
候
様
申
達
候
処
、
○
両
中
間
ハ 

合
点
少
々
疑
ヒ
申
候
様
子
ニ

相
見
へ
候
へ
共
、
豊
福
ハ 

［
二
十
四
丁
表
］ 

 
 

井
手
筋
無
御
座
候
而
ハ
用
水
ハ
勿
論 

袴
田
辺
ニ

懸
り
来
り
候
、
田
方
○
苗
代
等
之
水
取
難 

成
段
、
親
方
殿
へ
申
達
ニ
相
成
候
処
、
苗
代
田
ハ
引
替 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水 

取
計
之
筋
も
可
有
之
、
養
■
ハ
城
ノ
迫
堤
水
を 

分
水
い
た
し
可
申
、
勿
論
地
底
代
・
御
年
貢
等
も
相
応
ニ 

 
 

弁
へ
候
様
被
仰
聞
候
処
、
庄
屋
恵
左
衛
門
よ
り
申
達
候
ハ 

 
 

当
時
迄
無
味
ニ

水
取
来
候
所
柄
ニ

出
米
銭
い
た
し 

 
 

 

水
取
而
ハ
甚
以
難
渋
可
仕
与
相
歎
キ
申
候
へ
共
、 

 
 

 

御
承
知
無
存
、
し
か
し
両
中
間
よ
り
無
味
之
分
水 

 

［
二
十
四
丁
裏
］ 

支
不
申
候
ハ
ヽ
、
御
存
知
無
之
由
被
仰
聞
候
ま
ゝ 

 
 

 

御
引
取
候
事 

 
 

 
 

 

右
経
塚
下
り
井
手
潰
シ
候
へ
者 

右
城
之
迫
打
入
出
水
、
竹
崎
村
田
方
弐
町
程
ニ

ハ
懸
り 

 
 

 

来
り
申
候
間
、
相
懸
候
分
水
被
仰
付
被
下
様
、
御
手
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
日 

賀
来
太
右
衛
門
方
を
以
申
達
置
申
候
ニ

付
、
○
右
之
場
所
ニ

而 

可
申
達
与
■
■
心
得
居
候
処
、
豊
福
井
手
口
潰
レ
候
而
、
跡 

水
引
ハ
堤
水
夫
ゆ
へ
御
年
貢
等
弁
へ
さ
せ
ら
る
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
照
り
ニ

ハ 

被
仰
聞
ニ

付
、
い
や
〱
実
ハ
打
入
出
水
○
大
坪
井
手
ニ 

［
二
十
五
丁
表
］ 

落
も
不
致
段
之
事
を
二
丁
程
へ
懸
り
候
段
、
申
達
ハ 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
之
通 

只
水
引
之
積
之
所
○
出
米
銭
と
も
当
り
候
得
者
、 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
り 

永
々
之
難
渋
、
先
止
メ
ニ

し
て
経
塚
井
手
口 

能
イ
序
ニ

打
潰
せ
ハ
中
々
二
丁
・
三
丁
位
之 

事
ニ

て
ハ
無
之
候
与
了
簡
い
た
し
、
口
軽
ク 

申
達
候
処
、
右
之
通
ニ

相
成
事
、
一
代
之
口
切
レ 

存
候
事 

 
 

 
 

経
塚
下
り
井
手
よ
り
豊
福
・
中
間
・
下
中
間
よ
り
夏
中 

 
 

 
 

夜
々
ハ
盗
水
多
、
何
程
之
損
ニ

成
来
り
候
事 

［
二
十
五
丁
裏
］ 

一
、
三
月
十
日
組
頭
二
十
人
寄
合
仕
、
昨
日 

 
 

 

親
方
よ
り
新
井
手
見
寄
様
被
申
付
候
趣
、 

 
 

 

委
ク
申
談
際
目
立
ニ

罷
越
候
事 

二
十
人
頭 

 
 

弥
兵
衛
・
八
左
衛
門
・
専
右
衛
門
・
甚
右
衛
門
・
善
吉 

 
 

 

八
兵
衛
・
彦
七
・
喜
右
衛
門
・
源
兵
衛
・
林
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
参 

 
 
 

同 

 

用
助
・
仁
助
・
喜
七
・
次
助
・
儀
平 

 
 

不
参 

 
 

 
 

 
 

同 
 

 
 

同 

 
 

平
右
衛
門
・
林
平
・
徳
左
衛
門
・
九
兵
衛 

［
二
十
六
丁
表
］ 

 
 

 
竹
崎
村
水
引
井
手
場
所
替
之
儀
、
今
日
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
表 

ニ

見
積 

役
人
中
立
会
、
了
徳
寺
下
ヶ
名
○
中
通
○
際
目
立
置
申
候 

与
、
各
様
御
村
中
御
立
会
、
御
見
繕
御
支
配
所 
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ハ
ヽ 

水
引
方
ニ

障
り
無
御
座
、
弁
利
ニ

相
成
候
哉
、
費
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
気
ニ

入
不
申 

小
前
し
ら
へ
御
知
せ
可
仕
候
、
若
不
弁
利
候
筋
も
御
座
候
ハ
ヽ 

御
知
せ
可
被
下
候
、
御
望
次
第
井
手
立
方
可
仕
候
、
右
之
段 

為
可
得
貴
意
、
如
此
御
座
候
、
已
上 

 
 

 
 

三
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

［
二
十
六
丁
裏
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

幸
右
衛
門
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

幸
助
様 

 
 

 

尚
々
此
日
者
、
御
樽
肴
被
下
置
難
有 

 
 

 

次
第
ニ

奉
存
候
、
扨
乍
軽
少
、
麁
酒
一
樽
宛
差
上 

 
 

 

申
候
、
聊
御
返
礼
之
印
迄
ニ

存
候
、
御
受
納
可
被
下
候
、
已
上 

 

南
手 

得
貴
意
申
候
、
袴
田
墓
所
近
所
ノ
井
手
往
還
よ
り
南
ノ 

方
ニ

御
座
候
を
少
之
間
数
北
ノ
方
ニ

替
申
度
、
今
日 

［
二
十
七
丁
表
］ 

村
役
人
見
繕
願
出
申
候
間
、
近
日
井
手
掘
方 

之
砌
御
立
会
仕
、
御
熟
談
仕
度
心
組
ニ

而
御
座
候
間
、 

左
様
被
思
召
可
被
下
候
、
委

才
（
マ
マ
）

其
砌
御
相
談
可
仕
候
、
已
上 

 
 

三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
左
衛
門 

 
 

幸
右
衛
門
様 

 
 

 
 

 
 

幸
助
様 

右
之
通
克
キ
塩
梅
ニ

而
経
塚
井
手
一
筋
ニ 

成
申
筈
ニ

決
居
候
処
、
豊
福
村
中
よ
り
前
々
よ
り 

［
二
十
七
丁
裏
］ 

分
水
仕
成
り
申
候
井
手
、
当
時
七
田
下
ヶ
名
願
畑 

作
ニ

相
成
候
迚
、
往
々
田
作
り
も
難
計
、
何
分
井
手 

塞
キ
方
ハ
難
成
候
故
、
障
申
出
候
付
止
メ
方
ニ 

相
成
候
云
〱 

［
二
十
八
丁
表
］ 

奉
願
覚 

 
 

受
藪
壱
枚
弐
百
六
十
九
番
弐
畝
之
内 

壱 

一
、
よ
き
と
茂
木
壱
本 

 
 

元
廻
六
尺
七
寸 

二 

一
、
た
ふ
の
木
壱
本 

 
 

 

同
五
尺
七
寸 

三 

一
、
よ
き
と
茂
木
壱
本 

 
 

同
六
尺
壱
寸 

木
数
合
三
本 

 
 

 

此
運
上
銭 

［
二
十
八
丁
裏
］ 

右
者
、
河
江
手
永
竹
崎
村
私
居
屋
敷
添
受
藪
ニ 

立
居
申
候
雑
木
右
之
通 

 
 

 

立
木
御
本
方
高
地
作
障
ニ

相
成
申
候
間
、 

 

相
応
之
御
運
上
銭
を
以
私
へ
被
為
拝
領
、
剪
方 

 

御
免
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
間
、
此
段
宜
敷 

 
 

 

被
成
御
達
可
被
下
候
、
為
其
覚
書
を
以
申
上
候
、
已
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
崎
村
願
主 

文
化
六
年
三
月 

 
 

 
 

 
 

 

安
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
村
御
山
ノ
口 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
之
允 

［
二
十
九
丁
表
］ 

 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

藤
井
常
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 
 

丸
山
弥
平
次
殿 

 
 

 

安

藤

清

助

（
下
益
城
郡
代
）

殿 

 

願
之
通
被
仰
付
候
事 

［
二
十
九
丁
裏
］ 

 
 

 
 

文
化
六
年 

河
江
手
永
竹
崎
村
へ
櫨
苗
相
渡
申
候
小
前
帳 

 
 

 
 

三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

一
、
櫨
苗
拾
五
本 

孫
左
衛
門 

△
（
朱
書
） 

一
、
同 

五
百
七
拾
本

△
（
朱
書
）

平
右
衛
門 
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一
、
同 

五
拾
本 

八
左
衛
門 

 
 

一
、
同 

弐
拾
本 

 
 

 
 
 
 
 

七
助 

一
、
同 

拾
本 

 

九
右
衛
門 

 
 

一
、
同 

三
百
本 

 
 

 
 
 
 
 

藤
助 

一
、
同 

百
本 

 

仙
右
衛
門 

 
 

一
、
同 

六
本 

 
 

 
 

 
 

孫
四
郎 

一
、
同 

五
本 

 

勘
左
衛
門 

 
 

一
、
同 

拾
五
本 

 
 

 
 
 

彦
三
郎 

一
、
同 

五
拾
五
本 

 
 

吟
平 

 
 

一
、
同 

五
本 

 
 

 

太
郎
右
衛
門 

一
、
同 
五
本 

 
 

夫
兵
衛 

 
 

一
、
同 

拾
四
本 

 
 

 

仁
右
衛
門 

［
三
十
丁
表
］ 

一
、
同 

四
拾
本 

 

平
次
郎 

 
 

一
、
同 

五
本 

 
 

 
 

 
 
 
 

伊
平 

一
、
同 

四
拾
本 

 
九
兵
衛 

 
 

一
、
同 

廿
本 

 
 

 
 

 
 
 
 

半
七 

一
、
同 

拾
五
本 

 
 
 

次
八 

 
 

一
、
同 

八
本 

 
 

 
 

 
 
 
 

忠
平 

△
（
朱
書
）

一
、
同 

弐
百
本 

 

八
兵
衛

△
（
朱
書
）

一
、
同 

三
拾
五
本 

 
 

 
 
 
 

万
蔵 

 
 

 
 

一
、
同 

廿
五
本 

 
 
 

彦
七 

 
 

一
、
同 

三
拾
本 

 
 

 
 
 
 
 

久
七 

 
 
 
 
 

一
、
同 

四
拾
本 

庄
右
衛
門 

 
 
 

一
、
同 

拾
本 

 
 

 
 

 
 
 
 

太
七 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
三
本 

 
 
 
 
 

一
、
同 

八
拾
本 

 
 
 

又
平 

 
 
 

一
、
同 

五
本 
 

 
 
 

 
 

弥
兵
衛 

 
 
 
 
 

一
、
同 

三
拾
本 

 

源
兵
衛 

 
 

一
、
同 
弐
拾
本 

 
 
 
 

次
右
衛
門 

［
三
十
丁
裏
］ 

 
 

 

一
、
同 

廿
本 

 
 

善
兵
衛 

 
 

一
、
同 

三
十
本 

 
 

 

市
右
衛
門 

 
 

 

一
、
同 

百
五
拾
本 

安
兵
衛 

 
 

一
、
同 

拾
本 

 
 

 
 

弥
左
衛
門 

一
、
同 

八
拾
本 

 

堤
床 

 
 

 

合
弐
千
七
拾
壱
本 

 

右
之
通
、
私
仕
立
櫨
苗
木
小
前
〱
へ
相
渡 

 

申
候
、
已
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

 

巳
三
月 

 
 

 
 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

［
三
十
一
丁
表
］ 

高
橋
源
兵
衛
殿 

 

差
出 

唐
人
町
博
多
屋
庄
兵
衛
抱 

一
、
地
奉
公 

壱
人 

 
 

只
七 

 

受
人 

安
平 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

門
助 

綾
部
四
郎
助
殿
御
抱 

一
、
同 

 
 

壱
人 

 
 

茂
七 

 

受
人 

善
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
兵
衛 

右
之
通
ニ

御
座
候
、
已
上 

［
三
十
一
丁
裏
］ 

 
 

文
化
六
年
四
月 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

藤

井

（
常
右
衛
門
）

殿 

 

文
化
六
年 

下
益
城
河
江
手
永
竹
崎
村
宮
村
平
馬
殿
上
知
高
物
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

目
録 

 
 

 
 

四
月 

［
三
十
二
丁
表
］ 

撫
高
九
拾
九
石
八
斗
弐
升
四
合
九
勺
九
才 

一
、
現
高
百
四
拾
五
石
九
斗
七
合
三
勺
六
才 

 
 

 
 

内
四
石
九
斗
壱
升 

 

万
引
高 

 
 

 

御
土
物
成
四
拾
三
石
九
斗
壱
升
八
合
壱
勺
弐
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
三
ツ
壱
朱 

 
 

 
 

 
 

 
 

撫
高
四
ツ
三
分
九
朱
九
厘
五
毛
壱
弗 

 
 

 

米
壱
石
三
斗
壱
升
七
合
五
勺
四
才 

三
ノ
口
米 

本
口
合
四
拾
五
石
弐
斗
三
升
五
合
六
勺
六
才 

［
三
十
二
丁
裏
］ 

右
者
、
下
益
城
河
江
手
永
竹
崎
村
宮
村
平
馬
殿 

上
知
高
物
成
目
録
、
相
違
無
御
座
、
相
調 

差
上
申
処
、
如
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
崎
村
帳
本 

 
 

 
 

文
化
六
年
四
月 

 
 

 
 

市
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井
常
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

安
藤
清
助
殿 
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［
三
十
三
丁
表
］ 

津
端
御
蔵
太
米
納
、
近
年
相
増
御
不
益
ニ

付
、 

減
石
之
仕
法
去
秋
及
達
候
処
、
種
子
卸
後
ニ

而
減
石 

難
相
成
申
出
候
手
永
〱
も
有
之
、
右
及
達
候
通
ニ

候
得
者
、 

強
而
減
石
被
仰
付
候
而
者
難
渋
ニ

可
有
之
趣
を
以
、
筋
付 

被
下
た
る
事
ニ

候
間
、
当
年
之
儀
者
其
覚
悟
を
以
、
手 

配
も
可
致
儀
ニ

者
候
得
共
、
当
納
米
之
節
ニ
至
、
色
々
願
出 

候
様
ニ

有
之
候
而
者
煩
敷
、
弥
以
当
年
之
儀
手
永
々
々 

御
割
賦
高
を
越
不
申
候
様
、
種
子
卸
之
節
よ
り 

其
手
当
い
た
し
、
当
秋
ニ

至
、
若
増
納
米
願
出
候
分
者 

［
三
十
三
丁
裏
］ 

及
達
置
候
通
、
定
替
口
ニ

三
合
宛
之
増
納
被
仰
付
候
間
、 

右
之
趣
を
以
精
々
致
手
配
候
様
可
有
御
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
郡
方 

 
 

 

二
月
朔
日 

 
 

 
 

 

御
奉
行
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
郡
代
衆
中 

 

諸
御
郡
江
被
渡
下
候
鯨
油
明
樽
之
儀
、
返
納
被 

仰
付
、
土
肥
市
兵
衛
江
御
払
ニ

相
成
来
候
処
、
右
之
通
ニ

而
ハ 

在
中
よ
り
持
出
方
難
渋
之
様
子
ニ

相
聞
、
既
ニ

去
年
も 

代
銭
上
納
願
出
候
ケ
所
も
有
之
候
付
、
以
来
ハ
樽
之
善 

 

［
三
十
四
丁
表
］ 

悪
ニ

不
抱
、
壱
挺
ニ

付
弐
匁
五
分
宛
ニ

シ
テ
、
惣
而
代
銭
上
納 

被
仰
付
候
条
、
可
有
其
御
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
郡
方 

 
 

二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

御
奉
行
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
郡
代
衆
中 

 

在
中
火
用
心
之
儀
ニ

付
而
者
、
兼
而
及
達
置
、
且 

旧
冬
も
委
細
及
達
候
通
ニ

付
、
弥
以
入
念
候
様
会
所 

〱
よ
り
不
洩
様
申
付
候
様
可
有
御
達
候
、
已
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
郡
方 

 
 

 

三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

御
奉
行
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
郡
代
衆
中 

［
三
十
四
丁
裏
］ 

右
之
通
候
条
、
左
様
被
相
心
得
、
不
洩
様
可
有
御
達
候
、
已
上 

 
 

三
月
廿
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤
清
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
惣
庄
屋
中 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
御
小
姓
列 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
橋
源
兵
衛 

右
者
、
唐
物
抜
荷
改
方
御
横
目
被
仰
付
、
御
郡
代 

手
附
横
目
兼
帯
、
并
櫨
楮
見
締
を
も
直
ニ

兼 

勤
申
付
候 

［
三
十
五
丁
表
］ 

右
之
通
今
日
申
渡
候
間
為
御
承
知
申
達
候
、
寺
社 

御
家
人
中
下
方
へ
も
可
被
知
置
候
、
以
上 

 
 

 

三
月
廿
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤
清
助 

 

今
度 

御
誕
生
様
御
称
号
、
御
名
長
岡
猪
八
郎
殿
与 

被
進
奉
恐
悦
候
、
尤
御
中
老
以
上
者
殿
与
唱
可 

申
旨
被 

仰
付
候
、
此
段
触
之
面
々
へ
も
可
被
相
知
候
、
以
上 

 
 

 

三
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

 

奉
行
所 

［
三
十
五
丁
裏
］ 

右
之
通
候
条
、
被
奉
承
知
、
御
支
配
方
へ
も
可
被
相 

知
候
、
以
上 

 
 

 

三
月
廿
五
日 

 
 

 
 

 
 

 

町
孫
平
太

（
奉
行
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
津
久
馬

（
奉
行
） 

 

御
積
気
段
々
御
快
方
ニ

被
為
在
候
ニ

付
、
来
月
七
日 

五
半
時
之
御
供
揃
ニ

而
可
被
遊 
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御
発
駕
旨
被 

仰
出
候
段
、
御
用
番
被
申
聞
候
条
、
可
被
奉
承
知
候
、
以
上 

 
 

 
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 

町
孫
平
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
津
久
馬 

［
三
十
六
丁
表
］ 

今
度 

御
誕
生
様
御
名
御
達
之
通
ニ

付
、 

猪
之
字
を
付
居
候
も
の
者
、
同
音
之
字
た
り
と
も 

改
ニ

相
成
候
様
、
此
段
寺
社
御
家
人
中
末
々
子
弟
迄
も 

各
様
よ
り
被
附
御
心
候
様
、
可
得
其
意
旨
ニ

御
座
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下
益
城 

 

 
 

四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

物
書
中 

 
 

 
 

 
 

 

下
益
城 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
惣
庄
屋
衆
中 

 
 

 
 

口
上
書 

［
三
十
六
丁
裏
］ 

先
達
而
於
江
戸 

御
城 

御
男
子
様
御
誕
生
被
為
在
候
処
、
思
召 

有
之
候
ニ

付
、
表
向
御
弘
メ
者
不
被 

仰
出
候
、 

御
名
之
儀
者
、 

松
平
友
松
様
与
奉
称
候
旨
御
触 

有
之
候
、
依
之
右
之
通
唱
之
名
附
居
候
者
へ
改
可 

申
旨
被
仰
出
候
間
、
被
得
其
意
触
之
面
々
へ
も
可
被 

達
候
、
以
上 

 
 

四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 

奉
行
所 

［
三
十
七
丁
表
］ 

右
之
通
候
条
、
被
奉
得
其
意
御
支
配
方
へ
も
可
被
達
候
、 

以
上 四

月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
孫
平
太 

下
津
久
馬 

 
 

 
 

 
 

 

御
郡
代
当
分
役
迄
当
り 

 
 

蚕
飼
方
桑
仕
立
方
之
儀
ニ

付
而
者
、
追
々
御
達
之
趣 

及
達
置
候
処
、
最
早
年
久
敷
事
ニ

候
得
者
、
取
行
候 

村
々
も
候
得
共
、
一
統
へ
者
被
行
兼
様
子
ニ

相
聞
候
、
其 

［
三
十
七
丁
裏
］ 

土
地
相
応
〱
桑
植
付
、
蚕
飼
方
い
た
し
候
得
者
、 

第
一
養
蚕
之
御
趣
意
相
立
、
且
下
方
為
合
ニ

も
被 

立
置
候
得
共
、
其
後
各
引
受
ニ

被
仰
付
置
事
ニ

候
へ
者
、 

一
概
ニ
者
難
申
候
得
共
、
桑
生
育
可
致
土
地
ニ

植
付 

届
兼
居
候
而
者
、
先
年
被
仰
付
置
候
御
趣
意
も
相
立 

不
申
事
ニ

候
、
併
桑
仕
立
之
儀
者
養
蚕
之
土
台
ニ

候
処
、 

苗
木
之
手
当
無
之
候
而
者
其
取
〆
も
難
成
、
因
之 

当
時
桑
実
熟
之
時
候
ニ

付
取
方
有
之
、
御
山 

支
配
役
宅
近
辺
ニ

而
相
応
之
所
柄
被
見
計
、
成

夫

（
マ
マ
） 

［
三
十
八
丁
表
］ 

余
計
ニ

実
蒔
可
被
致
置
候
、
左
候
ハ
ヽ
暢
立
候
上
ニ

而
夫
々 

植
付
可
被
申
候
、
尤
苗
立
之
様
子
、
其
節
ニ

至
内
意
被
申 

達
候
ハ
ヽ
植
付
場
所
之
儀
者
是
よ
り
も
可
申
談
候
、
右
仕
立
方 

出
精
之
面
々
ハ
、
御
家
人
子
弟
之
内
た
り
共
、
其
程
ニ

応
シ 

相
応
之
御
賞
美
被
仰
付
ニ

而
も
可
有
之
候
、
且
又 

蚕
飼
方
之
儀
者
桑
有
之
ケ
所
〱
者
取
行
候
様
、
其 

村
々
之
模
様
被
見
計
、
夫
々
可
有
教
諭
候
、
則
先
年 

及
達
候
別
冊
相
添
申
候
条
、
村
役
人
共
へ
も
寄
々
可
被 

申
示
候
、
以
上 

［
三
十
八
丁
裏
］ 

 

四
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤
清
助 

 
 

 
 

 
 

下
益
城 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
惣
庄
屋
中 

 
 

 
 

覚 
蚕
飼
方
桑
仕
立
方
之
儀
ニ

付
而
者
、
追
々
被
及
御
沙
汰
、 

此
方
よ
り
も
度
々
申
渡
置
候
事
ニ

候
、
然
共
未
何
れ
之 

御
郡
も
余
計
之
桑
木
数
無
之
、
蚕
を
養
候
者
茂 

 

夫 者
ニ

応
候
ニ

付
、
各
随
分
委
敷
被
用
心
、
桑
苗
仕
立
等 
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弥
以
心
懸
宜
生
立
候
様
可
被
仕
候
、
右
之
儀
者
段
々 

［
三
十
九
丁
表
］ 

被
仰
付
置
候
趣
も
有
之
、
畢
竟
下
方
利
潤
ニ

成
候
様
ニ 

と
の
儀
ニ

候
間
、
此
所
も
何
れ
も
合
点
仕
候
様
可
被
申 

付
候 

一
、
桑
仕
立
方
之
儀
、
所
ニ

よ
り
間
ニ

者
、
御
用
木
之
様
相
心
得 

候
者
も
有
之
候
様
相
聞
候
、
右
者
桑
木
余
計
ニ

持
、 

又
者
蚕
飼
不
申
者
者
相
応
之
価
ニ

而
売
渡
候
儀
、 

勝
手
次
第
之
事
ニ

候
間
、
桑
植
候
土
地
持
居
候
者
共
へ
者 

随
分
仕
立
候
而
、
面
々
之
利
益
ニ

成
候
様
可
仕
候 

一
、
村
役
人
共
之
儀
者
、
右
桑
仕
立
蚕
養
方
ニ

付
、
六
ケ
敷
相 

［
三
十
九
丁
裏
］ 

心
得
不
申
候
様
心
を
附
、
随
分
養
方
之
法
行
レ
候
様 

 
 

可
仕
候 

一
、
当
時
桑
之
実
み
の
り
候
時
分
ニ

も
候
間
、
村
々
ニ

お
ゐ
て 

拾
イ
候
而
、
面
々
屋
敷
畔
〱
ニ

而
も
仕
立
候
様
、
右
受
込
之 

面
々
御
山
支
配
役
者
空
地
等
を
も
見
立
候
而
、
随
分 

桑
仕
立
候
様
可
被
仕
候
、
右
仕
立
方
ニ

付
而
も
、
下
方
六
ケ
敷 

不
存
様
可
被
相
心
得
候
、
尤
椹
拾
イ
候
儀
者
、
村
々
ニ

而 

子

共

（
マ
マ
）

ニ

而
も
雇
候
歟
、
又
者
所
ニ

よ
り
候
而
者
、
拾
イ
人
夫
方
ニ

而
も 

相
渡
候
様
可
致
候
、
右
椹
捬
候
儀
、
何
村
々
地
床
何
程
〱 

［
四
十
丁
表
］ 

仕
候
儀
、
一
手
永
限
書
付
被
相
達
候
ハ
ヽ
、
御
郡
横
目 

被
指
出
、
見
分
も
可
被
仰
付
由
ニ

候
間
、
左
様
相
心
得 

可
被
申
候 

一
、
蚕
飼
候
も
殺
生
之
罪
ニ

成
候
様
承
得
居
候
も
の
も 

有
之
様
子
ニ

相
聞
、
先
年
御
沙
汰
も
有
之
候
通 

耕
作
養
蚕
者
在
方
一
統
之
産
業
ニ

而
、
蚕
を 

養
候
者
罪
ニ

可
成
様
無
之
事
ニ

候
、
随
分
す
ゝ
み
候
而 

養
候
様
可
被
申
付
候 

右
之
通
今
度
一
統
申
談
候
間
、
弥
以
各
并
村 

［
四
十
丁
裏
］ 

役
人
共
も
心
懸
養
蚕
致
繁
昌
候
様
、
可
被
相 

心
得
候
、
以
上 

明
和
元
年
四
月 

 
 

 
 

御
郡
代
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
惣
庄
屋
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
山
支
配
役
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

横
目
役
中 

 
 

 
 

 
 

桑
仕
立
受
込 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
領
一
疋
中 

［
四
十
一
丁
表
］ 

猪
八
郎
様
御
事
、
当
秋
被
成
御
出
府
候
様
被 

 
 

仰
付
候
、
此
段
触
之
面
々
へ
も
知
せ
置
可
申
旨
、
御
用
番 

 
 

被
申
聞
候
条
、
被
奉
承
知
、
御
支
配
方
へ
も
可
被
知
置
候
、
以
上 

 
 

 
 

五
月
朔
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
孫
平
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
津
久
馬 

 
 

右
之
通
候
条
、
被
奉
承
知
、
尤
達
方
之
趣
ハ
例
之 

 
 

趣
を
以
可
有
御
取
計
候
、
已
上 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

介 

 
 

 
 

五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 

安
藤
清
助 

［
四
十
一
丁
裏
］ 

 
 

各
御
支
配
御
郡
々
々
ニ

而
御
手
当
馬
之
儀
、
長
崎
之
方
ハ 

 
 

乗
馬
被
指
出
方
角
違
ニ

、
若
御
人
数
被
指
出
候
節
者 

 
 

熊
本
宿
馬
被
召
仕
、
猶
御
人
数
被
差
出
候
得
者
、
高
橋
・ 

 
 

河
尻
・
宇
土
・
小
川
之
駅
馬
被
召
仕
筈
ニ

候
、
右
之
通
ニ

付 

 
 

在
中
御
手
当
之
儀
者
、
被
差
止
飼
料
大
豆
も
不
被 

 
 

渡
下
候
間
、
可
有
其
御
達
候
、
尤
駅
馬
ニ

而
及
不
足
候
節
ハ 

 
 

無
支
様
兼
而
御
手
当
被
致
置
申
達
次
第
牽
出 

 
 

候
様
、
且
又
八
代
・
佐
敷
之
儀
者
、
在
馬
被
召
仕
候
間
、 

［
四
十
二
丁
表
］ 

是
又
手
配
ニ

相
成
居
候
様
、
夫
々
及
御
達
可
被
置
候
、
以
上 

一
、
高
橋
・
河
尻
・
宇
土
・
小
川
駅
馬
被
召
仕
候
節
者
跡
馬 

 
 

方
角
之
村
々
よ
り
在
馬
被
指
出
候
間
、
手
配
無 
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支
様
兼
而
及
達
可
被
置
候
、
此
段
飽
田
・
託
麻
・
宇
土 

 
 

御
同
役
へ
も
可
有
御
通
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

 

正
月
廿
二
日 

 
 

 
 

 
 

 

御
奉
行
中 

右
之
通
候
条
、
左
様
被
相
心
得
、
可
有
其
御
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
二
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤
清
助 

［
四
十
二
丁
裏
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井
常
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

為
承
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井
善
左
衛
門
殿

（
小
川
人
馬
所
横
目
役
）

 

右
之
通
候
条
、
左
様
被
相
心
得
、
可
有
其
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

五
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
藤
井
常
右
衛
門 

［
四
十
三
丁
表
］ 

文
化
六
年 

 
 

下
益
城
河
江
手
永
竹
崎
村
御
山
内
曲
木
御
払
奉
願
候
小
前
帳 

 
 

 
 

五
月 

 

了
徳
寺
御
山 

一 

一
、
松
木
壱
本 

 
 

 
 

 

元
廻
四
尺 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
六
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
四
匁
弐
分 

興
浄
寺
御
山 

 
 

 
 

同
所 

弐 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
四
尺
八
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
六
百
斤 

 
 

 
 

代
銭
四
匁
弐
分 

［
四
十
三
丁
裏
］ 

 
 

 
 

同
所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 

一
、
松
木
壱
本 

 
 

 
 

 

元
廻
三
尺
八
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
四
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
弐
匁
八
分 

 
 

 

同
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
寸 

四 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
五
尺
九
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
千
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
七
匁 

 
 

 
 

同
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
尺
三
寸 

五 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
弐
尺
六
寸 

 
 

 
 

 

此
斤
数
弐
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
壱
匁
四
分 

［
四
十
四
丁
表
］ 

同
所 

六 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
四
尺
弐
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
三
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
弐
匁
壱
分 

 
 

 
 

同
所 

七 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
三
尺
六
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
四
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
弐
匁
八
分 

同
所 

八 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
四
尺
四
寸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
百
斤 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
四
匁
弐
分 

 
 

 
 

 
 

代
銭
四
匁
弐
分 

［
四
十
四
丁
裏
］ 

興
浄
寺 

九 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
四
尺
五
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
七
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
四
匁
九
分 

 
 

 
 

同
所 

十 

一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
三
尺
五
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
三
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
弐
匁
三
分 

 
 

 
 

同
所 

十
一 
一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
三
尺
弐
寸 

此
斤
数
四
百
斤 

代
銭
弐
匁
八
分 
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［
四
十
五
丁
表
］ 

同
所 

十
二 
一
、
同
壱
本 

 
 

 
 

 
 

元
廻
三
尺
六
寸 

 
 

 
 

 
 

此
斤
数
五
百
斤 

 
 

 
 

 
 

代
銭
三
匁
五
分 

 
 

 
 

木
数
合
拾
弐
本 

 
 

 
 

此
斤
数
六
千
斤 

 
 

 
 

代
銭
四
拾
弐
匁 

 
 

 

但
、
百
斤
ニ

付
七
分
宛 

右
者
、
今
度
御
山
々
曲
木
立
分
剪
払
被
仰
付
候
ニ

付
而
、 

御
委
細
御
達
之
趣
奉
得
其
意
候
、
河
江
手
永
竹
崎
村 

御
山
内
右
之
松
木
曲
木
ニ

而
、
被
立
置
候
而
も
往
々 

［
四
十
五
丁
裏
］ 

御
用
ニ

相
立
申
木
筋
無
御
座
候
間
、
右
之
通
斤
数
積 

仕
御
達
申
上
候
間
、
御
払
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、 

為
其
小
前
帳
調
上
申
候
、
以
上 

 
 

 
 

 

六 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
崎
村
御
山
口 

 
 

 

文
化
六
年
五
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平
之
允 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井
常
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
山
弥
平
次
殿 

［
四
十
六
丁
表
］ 

 
 

 
 

 

覚 

一
、
惣
田
畝
数
六
拾
壱
町
七
反
七
畝
六
歩 

 
 

上
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
給
知 

 
 

 
 

 
 

内 

 
 

 
 

三
町 

六
反
八
畝
廿
壱
歩 

諸
床
願
畑
作 

 
 

 
 

 
 

 

三
反
七
畝
九
歩 

 
 

 

残
五
拾
八
町
三
反
九
畝
廿
七
歩 

 
 

 
 

 
 

内 

 
 

 
 

四
拾
町
程 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
干 

 
 

 
 

四
町
九
反 

 
 

 
 

六
町
五
反
程 

 
 

 
 

 
 

 

黒
干 

 
 

 
 

拾
壱
町
八
反
九
畝
廿
七
歩 

 
 

地
水
有 

［
四
十
六
丁
裏
］ 

 

一
、
田
畝
四
反
八
畝
拾
弐
歩 

白
干 

新
地
方 

右
者
、
七
月
九
日
迄
之
改
前
、
右
之
通
御
座
候
、
以
上 

 
 

 

文
化
六
年
七
月 

 
 

 
 

 
 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

藤

井

（
常
右
衛
門
）

殿 

［
四
十
七
丁
表
］ 

 
 

 
 

両
中
間
新
堤
床
地
代 

城
ノ
腰
田
拾
弐
枚 

 

八
百
四
拾
六
番 

一
、
田
九
畝
拾
五
歩 

内
下
々
壱
畝
廿
七
歩 

 
 

庄
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
下
七
畝
拾
八
歩 

 
 

 
 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巳
七
月
十
一
日
受
取
申
候 

 
 

 

此
地
床
代
三
百
八
拾
目
（
丸
印
） 

 
 

 
 

 
 

忠
兵
衛
（
丸
印
） 

了
徳
寺
田
四
枚 

 
 

百
三
十
一
番 

四
畝
廿
四
歩
之
内 

一
、
上
田
壱
畝
廿
壱
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弥
左
衛
門 

 
 

 
 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巳
七
月
十
一
日
受
取
申
候 

 
 

 

此
地
床
代
六
拾
八
匁
（
丸
印
） 

 
 

 
 

 
 

 

作
兵
衛
（
丸
印
） 

 

［
四
十
七
丁
裏
］ 

了
徳
寺
壱
枚 

 
 

 

百
三
拾
弐
番 

壱
畝
拾
五
歩
之
内 

一
、
下
々
田
弐
拾
壱
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
左
衛
門 

 
 

 
 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巳
七
月
十
三
日
受
取
申
候 

 
 

 

地
床
代
弐
拾
八
匁(

丸
印)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
左
衛
門
（
丸
印
） 

同
所
田 

一
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

権
右
衛
門 

 
 

 
 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巳
八
月
五
日
受
取
申
候 

 
 

 
地
床
代
拾
弐
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
右
衛
門
（
丸
印
） 

 
 

 
 

 
 

拾
六
匁
（
丸
印
） 

［
四
十
八
丁
表
］ 

同
所
田 

一
、
上
六
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
兵
衛 
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高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巳
八
月
五
日
受
取
申
候 

 
 

 

地
床
代 

八
匁
（
丸
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

林
右
衛
門
（
丸
印
） 

同
所
田 

一
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

源
兵
衛 

 
 

 

高 

地
床
代
拾
弐
匁
（
丸
印
） 

巳
八
月
七
日
受
取
申
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

源
兵
衛
（
丸
印
） 

［
四
十
八
丁
裏
］ 

了
徳
寺
田 

一
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
兵
衛 

 
 

 
 

高 

 
 

 

地
床
代
拾
六
匁
（
丸
印
） 

 
九
月
廿
三
日
受
取
申
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

儀
七
（
丸
印
） 

 
 

同
所
田 

一
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

久
八 

 
 

 
 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
十
八
日
受
取
申
候 

 
 

 

地
床
代
八
匁
（
丸
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
伝
七
（
丸
印
） 

［
四
十
九
丁
表
］ 

同
所
畑 

一
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

彦
右
衛
門 

 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
人
（
丸
印
） 

 
 

地
床
代
四
匁 

 
 

 
 

 
 

九
月
十
八
日
受
取
申
候
（
丸
印
） 

堤
床 

 
 

 

田
畑
畝
合
壱
反
三
畝
拾
五
歩 

井
手
床 

 
 

 
 

高 

此
地
床
代
五
百
四
拾
目 

 
 

 
 

 

両
中
間
よ
り
受
取 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
十 

 
 

 
 

 
 

右
之
通
相
渡
印
形 

但
、
壱
反
ニ

付
、
四
百
目
宛 

 

取
置
候
也 

［
四
十
九
丁
裏
］ 

 
 

 

量 

一
、
藁
こ
も
六
枚 

作
夫
弐
人 

右
こ
る
い
御
開
井
樋
御
ふ
し
ん
枚 

 

 
 

 
 

 

覚 

一
、
男
女
四
百
五
拾
四
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

弐
百
七
拾
文 

此
鳥
目
弐
貫
三
百
文 

七
拾
文
銭
ニ

シ
テ
三
拾
弐
匁
六
分 

一
、
同
三
拾
文 

 

合
弐
貫
三
百
文 

秋
岡
吉
左
衛
門 

［
五
十
丁
表
］ 

七
拾
文
銭
ニ

シ
テ
三
拾
弐
匁
六
分 

右
者
、
竹
崎
村
人
別
出
銅
、
右
之
通
取
立
上
納 

仕
候
、
以
上 

 
 

 

竹
崎
村
庄
屋 

 
 

 

文
化
六
年
十
一
月 

 
 

 

秋
岡
吉
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井
殿 

［
五
十
一
丁
裏
］ 

(

後
半
頁
余
白)
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